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１．より多くの人が「暮らしやすい社会」とは
 

２．より多くの人が使いやすい製品・サービス
 共用品・共用サービスについて

 

３．共用品・共用サービスを創る  ①気づく
 ②動く

 ③形にする
 ④共有する
 ⑤続ける
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１．より多くの人が「暮らしやすい社会」とは？

インフラ 生活道具法制度

社 会

人 人 人
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共生社会への課題
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・形にする
・共有する
・続ける 6



歩道と車道
 

２センチの段差の意味
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凸点付き

 

ＡＴＭ（スペイン）ギザギザ付きシャンプー

 
（韓国）

点字付き

 

エレベーター

 
（スイス）

点字付き

 

ビール缶（韓国）

海外の共用品例

ギザギザ付きシャンプー 牛乳パックの切り欠き 点字付きビール缶 ラップのエンボス加工（W)

２．より多くの人が使いやすい製品・サービス
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狭義の福祉用具

…

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ Ⅵ

福祉用具 共用品 一般製品

共用品② …産業政策上は福祉用具として捉えるのは

難しいが福祉の観点から広い概念で共用
品と捉える。

Ⅰ…専用福祉用具

Ⅱ…共用福祉用具

Ⅲ…共用設計製品

Ⅳ…バリア解消製品

Ⅴ…ユースフル製品

Ⅵ…健常者専用品

Ⅴ

共用品①

市場規模推計対象

共用品の定義と範囲

◆定義
身体的な特性や障害にかかわりなく、より多くの人々が共に利用しやすい製品・施設・サービス

◆原則
・多様な人々の身体・知覚特性に対応しやすい
・視覚・聴覚・触覚など複数の方法によりわかりやすくコミュニケーションできる
・直感的でわかりやすく、心理的負担が少なく操作・利用できる
・素材・構造・機能・手順・環境などが配慮され、安全に利用できる
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共用品の市場規模調査



共用品市場高度化調査

「シャンプー&リンス」「ビール酒」「家庭用

 
ラップ」はほぼ100％となっている。「ガス器具」

 
「映像機器」「家庭用電化機器」等が、普及度が

 
50％を超えた水準となっており、配慮点の普及度が

 
高い。一方、「自販機」「照明器具」「机」「ES」

 
「時計・はかり」「車」については調査開始以来

 
10%を下回っている。これは趣味性の高さ、難易度

 
の高さなどの背景があるとみられる。
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１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける
16

３．共用品・共用サービスを創る
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空いているかわからない 自転車が置いてある

ラベルがわからない

どこにあるかわからない

手紙の区別がつかないカードの区別がつかない

視 覚 障 害
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警告が聞こえない 放送が聞こえない

家の中の音が聞こえない呼ばれてもわからない

聴 覚 障 害

話しているのに気がつかない

講演会が聞こえない

19



隙間にはさまる 高いところが良く見えない ラベルがわからない

テーブルの高さが合わない高くて取れない拾うのが大変

肢体不自由
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高くて大変 高いものがとれない お風呂もトイレも寒い

使い方が分からない蓋が開かない

高齢者

家事が大変
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不 便 さ 法制度 インフラ 生活道具 人

○ ◎ ○

○ ◎ ○

◎ ○

○ ○ ◎
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１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける
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３．共用品・共用サービスを創る



洗 濯 機 凸表示

 
標準化

24

２０００年
 

ＪＩＳ化
２０１１年

 
ＩＳ化

http://ameblo.jp/keep-smiling-in-the-life/image-10512943910-10503741150.html


シャンプー容器側面のギザギザ
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２０００年
 

ＪＩＳ化
２０１１年

 
ＩＳ化
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27
2010年２月より、全ての製品に、操作に関する音声案内付き



今は昔の職業

ノンステップバス自動改札自分で操作
28

http://ameblo.jp/showa-retoro/image-10244106359-10168649440.html
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=126b5hihl/EXP=1294725870;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDWU0tUlFfWGhEYjRJME06BHADNXBTNTVweXQ1WS5qSU9XSWguZXNwdVdJaC5PQ2lnLS0EcG9zAzk5BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp/*-http:/suikyoh.net/wp-content/uploads/DSC_0010.jpg
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100％ノンステップバス（ロンドン）

４台に１台がノンステップバス（日本）



共用品データベース（ＤＢ）ウェブサイト

テキスト版高コントラスト
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１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける
32

３．共用品・共用サービスを創る
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ISO/IECガイド７１
（高齢者及び障害のある人々のニーズに対応した規格作成配慮指針）

2001年11月

 
ISO/IEC Guide71

2001年11月～

 
ＥＵ.イタリア・スペイン・
ドイツ・韓国・他

2003年6月

 
JIS Z 8071

2011年9月～

 
ISO/IEC Guide71改定作業
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高齢者・障害者配慮設計指針
 

2011年７月１２日

 

現在

ＮＯ 高齢者・障害者配慮　設計指針　2011-06-07
基本規格

1JIS Z 8071 高齢者及び障害のある人々 のニーズに対応した規格作成配慮指針

視覚的配慮
2JIS S 0031 視覚表示物－年代別相対輝度の求め方及び光の評価方法

3JIS S 0032 視覚表示物－日本語文字の最小可読文字サイズ推定方法

4JIS S 0033 視覚表示物－年齢を考慮した基本色領域に基づく色の組合せ方法

触覚的配慮
5JIS S 0011 消費生活製品の凸記号表示

6JIS S 0052 触覚情報ー触知図形の基本設計方法

7JIS T 0921 点字の表示原則及び点字表示方法－公共施設・設備

8JIS T 0922 触知案内図の情報内容及び形状並びにその表示方法

9JIS T 0923 点字の表示原則及び点字表示方法－消費生活製品の操作部（2009）

10JIS T 9253 紫外線硬化樹脂インキ点字－品質及び試験方法

11JIS X 6310 プリペイドカード－一般通則

聴覚的配慮
12JIS S 0013 消費生活製品の報知音
13ＪＩＳ　Ｓ ００１４ 消費生活製品の報知音－妨害音及び聴覚の加齢変化を考慮した音圧レベル

包装・容器

14JIS S 0021 包装・容器

15JIS S 0022 包装・容器－開封性試験方法

16JIS S 0022-3 包装・容器－触覚識別表示

17JIS S 0022-4 包装・容器－使用性評価方法

18JIS S 0025 包装・容器－危険の凸警告表示－要求事項

消費生活製品

19JIS S 0012 消費生活製品の操作性

20JIS S 0023 衣料品

21JIS S 0023-2 衣料品－ボタンの形状及び使用法

情報通信

22JIS X 8341-1 情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス－第1部：共通指針

23JIS X 8341-2 情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス－第2部：情報処理装置

24JIS X 8341-3 情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス－第３部：ウェブコンテンツ

25JIS X 8341-4 情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス－第４部：電気通信機器

26JIS X 8341-5 情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス－第５部：事務機器

施設・設備
27JIS S 0024 住宅設備機器

28JIS S 0026 公共トイレにおける便房内操作部の形状，色，配置及び器具の配置

29JIS S 0041 自動販売機の操作性

30JIS T 0901 視覚障害者の歩行・移動のための音声案内による支援システム指針

31JIS T 9251 視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列

コミュニケーション
32JIS S 0042 アクセシブルミーティング
33JIS Ｔ 0103 コミュニケーション支援用絵記号デザイン原則
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①①情報・表示情報・表示 ②②包装容器包装容器

報知音凸表示

⑤操作性
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テーマ４：公共トイレにおける便棒内操作部の形状・色・配置

<TC173/NEW SC7/WG１視覚障害のためのAD への提案>
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アクセシブルミーティング



目次

１．応対の基本

２．障害種別の特性

３．応対における配慮

４．緊急時の応対

５．身体障害者補助犬について

６．参考資料
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国際標準化デー2010
Ｗｏｒｌｄ

 
Ｓｔａｎｄａｒｄｓ

 
Ｄａｙ

日時：２０１０年１１月
場所：ジュネーブ
主催：ＩＳＯ／ＩＥＣ／ＩＴＵ
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ＩＳＯ/ＩＥＣ／ＩＴＵ
ＷＳＣ（World standards cooperation）

ワークショップでの決議

１．WSCの組織内にアクセシビリティーの戦略的グループの設立

２．WSC組織での共通なアクセシビリティーの方針の作成

３．障害当事者が国際標準化会議への参加を推奨

４．国連障害者権利条約への関連を深め、障害者団体との連携を確立

５．ガイド７１の改定

６．NWIP（新規規格提案）の提案書類でのアクセシビリティーチェック
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１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける
44

３．共用品・共用サービスを創る





共
用
品
推
進
機
構

⑦基準作成・改定

⑥規格テーマ抽出・作成・

⑧データベース・市場規模

⑨広報

 
展示会・HP

⑩教

 
育 ①不便さ・便利さ調査

②配慮点検討

③ユーザーテスト

⑤ガイドライン作成

④開

 
発
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製品・サービス

製品・サービス規格

共通規格

法

４．市場規模

 
3兆3000億円

 
→１０兆円

３．製品・サービス規格

 
２

 
→

 
５００

２．共通規格

 
３１

 
→

 
５０

１．法律

 
０

 
→

 
１
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50平成23年6月29日｢平成22年国勢調査抽出速報集計結果｣(総務省統計局）

高齢者数(65歳以上人口)

2567→2929万人
（+362万人）

高齢化率
20.2→23.1％



51平成23年6月29日｢平成22年国勢調査抽出速報集計結果｣(総務省統計局）

高齢者数(65歳以上人口)

2567→2929万人
（+362万人）

高齢化率
20.2→23.1％（少子）高齢化
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一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
自
然
対
数
値

アメリカ

イギリス

ドイツ

日本

中国

韓国

タイ

ベトナム

インド

(備考)１人当たりＧＤＰの自然対数値 (1990年ゲアリー=ケイミス・ドル表示）。

(資料) ①1949年までのデータ；Angus Maddison(1995)「世界経済の成長史1820～1992年」から作成。

　　　　②1950年以降のデータ；Angus Maddison（2001）｢The World Economy - A Millennial Perspective｣から作成。

       　③1970年以降のデータ；UN, National Accounts Main Aggregates Databaseから作成。

（出所)2002年版通商白書から作成

（注意）③については、1990年を100とした場合の対ＵＳＤに対するﾃﾞﾌﾚｰﾀ補正値。

イギリス

アメリカ

ドイツ

日本

中国

韓国

タイ

終戦(45)
第一次石油ｼｮｯｸ
変動相場制(73)

ﾍﾞﾙﾘﾝ壁
崩壊(89)

第二次石油ｼｮｯｸ
(78 )

アジア通貨危機
(97-98)

ベトナム

インド

作成：ぐるなび 京極政宏氏

 

後藤芳一「時代の補助線-図からみる針路」（同友館｢月刊 企業診断]2010年4月）から

今月の図：１人当たりＧＤＰの各国比較と､推移（1870-2008年）
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一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
自
然
対
数
値

アメリカ

イギリス

ドイツ

日本

中国

韓国

タイ

ベトナム

インド

(備考)１人当たりＧＤＰの自然対数値 (1990年ゲアリー=ケイミス・ドル表示）。

(資料) ①1949年までのデータ；Angus Maddison(1995)「世界経済の成長史1820～1992年」から作成。

　　　　②1950年以降のデータ；Angus Maddison（2001）｢The World Economy - A Millennial Perspective｣から作成。

       　③1970年以降のデータ；UN, National Accounts Main Aggregates Databaseから作成。

（出所)2002年版通商白書から作成

（注意）③については、1990年を100とした場合の対ＵＳＤに対するﾃﾞﾌﾚｰﾀ補正値。
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作成：ぐるなび 京極政宏氏

 

後藤芳一「時代の補助線-図からみる針路」（同友館｢月刊 企業診断]2010年4月）から

今月の図：１人当たりＧＤＰの各国比較と､推移（1870-2008年）

経済社会の成熟化



出典：「国民生活に関する世論調査」（平成２１年６月、内閣府大臣官房政府広報室）のうち
｢２

 

調査結果の概要､２．今後の生活について､（３）

 

これからは心の豊かさか，まだ物の豊かさか｣

 
から作成

今月の図：国民意識の変化

 
－求める豊かさは､モノか心か－

後藤芳一「時代の補助線-図からみる針路」（同友館｢月刊 企業診断]2009年11月）から



(財)共用品推進機構
(１９９９年１１月)

by Kyoyo-Hin Foundation
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arranged from Dr. Junko NAKANISHI’s papers



(財)共用品推進機構
(１９９９年１１月)



Impacts 
on Bus.

Kyoyo-Hin Foundation
(Nov. 1999)



Impacts 
on Bus.

Kyoyo-Hin Foundation
(Nov. 1999)

社会ニーズ変化



電気

航空

原子力

ﾛﾎﾞｯﾄ

制御 機械

１．工学分野相互間の境界領域の例
ロボット､航空､原子力といった分野は､機械､電気､制御などそれぞれが
普遍性･再現性のある論理で構築された空間間の境界領域



工学

福祉工学

医療･福祉

生活･文化

２．福祉工学の場合
福祉工学は､医療･福祉や生活といった個別性を特徴とし､再現性の
確認が難しい分野と､100％の再現性を論理の根拠とする工学の間を
橋渡しすることが求められ､単に関連分野を融合するだけでは､
演繹に必要な普遍性が容易には得られない

通商産業省 機械情報産業局
｢福祉用具産業政策’98 －共用品､知の共有､流通ほか－｣
福祉用具産業懇談会 第３次中間報告（１９９８年５月）



工学

福祉工学

医療･福祉

生活･文化

２．福祉工学の場合
福祉工学は､医療･福祉や生活といった個別性を特徴とし､再現性の
確認が難しい分野と､100％の再現性を論理の根拠とする工学の間を
橋渡しすることが求められ､単に関連分野を融合するだけでは､
演繹に必要な普遍性が容易には得られない

通商産業省 機械情報産業局
｢福祉用具産業政策’98 －共用品､知の共有､流通ほか－｣
福祉用具産業懇談会 第３次中間報告（１９９８年５月）



（70－60）＞（60－30）
（注）
１．７０、６０、３０という数字は、年齢を示す。
２．７０歳は戦前生まれ、６０歳は団塊世代、３０歳は

団塊ジュニア以下の若者たち。
３．上の式は、

「団塊世代（60歳）のライフスタイルは、１０歳上の
人たちより、若者たちのそれに近い」

ことを表す。

高嶋健夫・福岡順作著「Ｒ６０マーケティング」（日本経済新聞出版社）から作成

｢『Ｒ６０世代』は年を取った若者｣の法則



今年は､７.１６-１７ に 開催
（＠有楽町･国際フォーラム）



２０世紀型（効率規準） 新 世 紀 型 ( 公 正 規 準 )

産 業 分 野 鉄鋼､家電､自動車 情報､環境､高齢化対応

発展の原理 シーズ指向 ニーズ・プル

評価の基準 仕様、費用対効果 ニーズ適合性､文化性

競争力の源泉 技術･生産力､均一性 ニーズ統合､独創性

行 動 原 理 差別化､効率､導入技術 内発満足､価値軸追加

経 営 目 標 相対優位､シェア､利益額 普遍性､社会資源効率

｢新世紀型｣産業政策の規範

後藤芳一｢福祉用具産業政策の評価に関する研究｣(2001.1.東京工業大学)から



市場規模・経済性 利用者への適合

大 大

汎用 の 共 用 品 汎用福祉用具 ユニット化

オーダメイド（ユニバーサル

デザイン）工 業 製 品

. 福祉用具の利用者適合と市場規模（概念図）

トヨタ

花王 松下電工

ひげ工房

シースター
コーポレーション

福祉用具(広義)

福祉用具(狭義)



Peripheral（＝Growing）
Area

７.０％／yr（2003-2008FY）

１.２兆円

３.３兆円
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後藤芳一「福祉用具産業政策の評価に関する研究」（平成１２年度、東京工業大学）から
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後藤芳一「福祉用具産業政策の評価に関する研究」（平成１２年度、東京工業大学）から



ポイント

１．はじめに

２．実践編

３．政策･理論編

４．思想編

５．まとめ



１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける
71

３．共用品・共用サービスを創る



「気づき」→「行動」の４段階

・課題に気づき声をあげる

（第１段階）

・原因を指摘  （第２段階）

・対案を提示（実現性？）

（第３段階）

・実現性ある対案

（社会制度､財源）  （第４段階）



１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける

73

３．共用品・共用サービスを創る



「動く」：動機の側面から

・普及初期段階：

外的情報不足､手順未確立

→個人の内的作用､個性を反映

・普及後の段階：

標準手法確立､選択肢提供される

→選択と判断

・社会規範化後：

基本動作化（例：マナー）

→無意識



１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける

75

３．共用品・共用サービスを創る



「形にする」その１

・｢工業デザイン｣職能をめぐって：

工業→効率

→｢境界線｣引く作業

＝｢対応しない領域｣作る

対象対象外

境界線



「形にする」その２

・｢総合｣の職能をめぐって：

“アンド（and）”がかかった要請

｢Ａ
 

and Ｂ
 

and Ｃ
 

and …｣

（例：機能､使いやすさ､価格､販路…）

経営･社会と調和､持続性

×：一箇所だけ100点

○：全体を見たトレードオフ

見えない多くの要素に目配り



１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける
78

３．共用品・共用サービスを創る



「共有する」必要な条件

１．真の受け手指向

悪しき現場主義

２．調整コストを厭わない

多くの要素が普遍性磨く

→知と経験リレーする一員に

３．自己表現？

標準化＝作者名×→リトマス紙

４．中心的な推進機関

５．（国際・工業）標準化



１．気づく

２．動く

３．形にする

４．共有する

５．続ける
80

３．共用品・共用サービスを創る



「続ける」ための鍵は  その１

１．組織（企業）の利害との間合い

経済原理（狭義）と相反

→折合いつけて持続

２．変え続ける

×形を満たして｢対処済み｣

○合格ライン超えても変化持続

３．リーダーシップ

×カリスマ､個人と運動の一体化

○理念､路線､普遍（＝長期､持続）



「続ける」ための鍵は  その２

４．組織（企業）動かす路線･運動

Ｘ型：声上げる

Ｙ型：企業動かす論理に翻訳

５．構成員の意識

｢最初に気づいた｣…遅早の問題

×専門家､当局への
 

もたれかかり

○自ら｢解き切る｣覚悟と責任感

６．中心組織の運営方法

７．自らが進歩続ける



ポイント

１．はじめに

２．実践編

３．政策･理論編

４．思想編

５．まとめ



未来（来世紀）への課題  その１

１．進化どこまで持続

現在：送り手意識が追いついた

今後：無意識に､でも感度はon

２．修正（運動）→｢どうあるべきか｣

既存条件制約下→主体的に構想

３．文明･社会発展による課題の解法

例：環境､貧困､格差､尊厳

熟度↑で新課題→先哲及ばぬ領域

→自ら･独自方法で､同時代に解く



未来（来世紀）への課題  その２

４．取り組む人を変える

無意識下へ→社会課題へも寄与

モノ（即物的）→人を変える

５．普遍性

課題に境界線動かしつつ対応

モノ自身のもつ力を活かす

ひっかかる（非専門家）

→役割持てる

声上げえぬ分野に社会の力集める



次代に伝えたいこと

１．共用品への取組み､今後の意義

２．共用品を超える部分

｢不便さ｣は判断が加わった後

起点は“違和感（ひっかかり）”

［出口＝共用品］←必然でない

対象（共用品）＜過程

｢共用品｣離れての価値はどうか

→持続社会への規範を追加

＝共用品の「思想」性
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「共用品」って何？

 
シャンプー容器側面

 のギザギザ，牛乳パックのてっぺんのへ

 こみ．え，それが共用品？

 
そう，それが

 共用品．より多くの人に，より使いやすく

 進化し続けている日本発のバリアフリー

 のアイデアの数々．そして，それを支え

 ているのが日本の企業の企画開発力．

 デザインの力が住みよい町をつくる．も

 のづくりニッポンの底力！

■岩波書店
■体裁＝四六判・上製・214頁

 ■定価 2,300円 + 税
 ■2011年1月28日

 ■ISBN978-4-00-022578-6 C0036
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